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５・６年生の子どもたちは、練習を通して、さらに成長していきます。 

 

 

 ３月１９日八郷小学校から９４名の卒業生が旅立ちます。 

この６年間、学習や運動はもちろんのこと数々の学校行事や委員会

などを通して、多くの知識や技能、人としてのマナーや思いやりなど

も身につけ、立派に成長しました。特に今年度は、最高学年として下

級生に、いろいろな面でお手本を見せてくれました。集会などで体育館に集まったとき、最初に来て

静かに待っていたり、先生の話をおしゃべりせずにきちんと聞いたりできていました。６年生の良い

聞く姿勢を見て、下級生もおのずといい姿勢になり、きちんと聞くことができました。 

「かしこく、あたたかく、たくましく」成長した６年生のこれまでのがんばりにあらためて感謝と敬

意を示します。保護者の皆様、今までご協力ありがとうございました。また、地域の皆様、６年間子

どもたちを温かく見守っていただきありがとうございました。 
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 卒業式に向けての練習が始まりました 

５年生は，卒業式に在校生代表として参列します。 

 ６年生の入場の際，「威風堂々」をリコーダー等で

演奏します。そして，合唱曲「ふるさと」という歌

を贈ります。写真は歌の練習の様子です。歌声が一

つになってきました。まだまだ卒業式の練習は続き

ます。卒業式が終わっても，今度は新年度からの６

年生としての仕事が始まります。 

「人のために尽くす」まさに，この時期の５年生に

ぴったりの言葉です 

昨年度学校代表で式に参加していた６年生です

が、いよいよ今年は自分たちが主役となります。

本番まで残された日数は少ないですが、一日一日

を大切に過ごしてほしいと思っています。式では、

「桜の栞」と「旅立ちの日」の歌を歌います。今

日は美しいハーモニーが体育館中に響き渡り，練

習を終えました。門出の言葉と，練習が続きます。 



 

 

３月１１日校庭には半旗が青空のもと、風に揺れていました。２年前，大地震とそれに伴う津波の

ために約２万人の尊い命が失われました。その後宮城県名取市閖上地区に本校の児童の親戚が住んで

いるということから始まった閖上小学校への支援活動も２回目を迎えました。 

支援の内訳としては、『ベルマーク（テトラパック・インクカートリッジを含む）支援』として、空

気入れミニコンプレッサーとバトン８本セットとゲームベスト２０枚を送りました。今年度集まった

ベルマークの点数が約１４０，０００点で、その中から約５０，０００点の物的支援となります。 

児童会で考えた、『心の支援』については、各クラス・学年で考えて取り組んだ様々な品物が集まり

ました。手作りのおもちゃやジグソーパズル、メッセージカード、しおり、寄せ書き、八郷小学校紹

介、ビデオレターなど、子どもたちみんなでアイデアを出し合って考えただけあって、元気パワーが

こめられていて心が温かくなりました。 

これらの品物については、今週閖上小学校に送る予定です。  

わたしたちの学校をきれいにしました・・・奉仕作業（6年生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１４日（木）５限目に６年生が奉仕作業を行いました。卒業をする前に、６年間お世話になっ

た学校に、感謝の気持ちを込めて、奉仕作業をしました。運動場の土運びや整地、階段廊下の磨き掃

除、特別教室の整頓などで学校がきれいになり、在校生も気持ちよく学校生活ができる環境になりま

した。 

冷たい風が吹く中での作業、６年生のみなさんお疲れさまでした。 



 

ＰＴＡ役員・地区委員・学級委員の皆様へ 

ＰＴＡ役員や地区委員、学級委員の方におかれましては、１年間 本当にありがとうござい

ました。あと少し、３月の会議や４月の総会の準備等か残っているところもありますが、本当

にお世話になりました。 

この１年間のいろいろな行事や会議を通してたくさんの出会いがあったり、親しくなられた

りしたことと思います。その出会いを大切にしていただき、今後とも学校教育に協力いただけ

ればと思います。 

平成
へいせい

24年度
ね ん ど

もご協力
きょうりょく

ご支援
し え ん

をいただきますようお願い
ね が い

します。 


